
   

 

２月の園だより 

平成２７年 2月１日（日） 加東市立福田幼稚園 

 

春が一歩一歩近づいています  
 冷たい風が吹き、寒い日が続いています。2月は「如月」と言われ、「衣更

着」とも書くように寒さが厳しく重ね着をするという意味もあるようです。3

日は節分。園では心の中の鬼退治の豆まきをします。そして、明けて４日は

「立春」。暦の上では春になります。春という言葉には明るく温かくなるよう

な響きがあるように思います。 

近頃のりす組さんは、十字おにやオセロ、なわとびのドンじゃんけんなどルールのある遊びを楽しんでい

ます。ついこの間までは、お店屋さんごっこ、アナ雪ごっこ、電車ごっことごっこ遊びが中心だったのです

が、友達と関わって変化していく遊びや競争のおもしろさを感じています。うさぎ組さんは凧の作り方をり

す組さんに教えていっしょに凧上げをしたり、共同制作でアイデアを教え合ったり助け合ったり、文字に興

味を持ちお手紙を出し合ったりする中で友達同しの関係を深めています。 

さて、14日は劇遊び発表会です。今までの園生活で体験したことや作ったり考えたりしたこと、読んだ

本から思ったことなど、身体を使っての表現遊びを発表します。りす組は大好きなカエルたちが寒くなり見

られなくなってしまったところがスタートのようです。うさぎ組はうさぎの仲間たちの成長がテーマのよう

な…お話はどんどんふくらみ、変化し、進化しています。たくさんの人の前で考えながら言葉を言うことは

大変難しいですが、当日はしっかり頑張りますのでたくさんの方に来ていただきたいなと思っています。よ

ろしくお願いいたします。  

1１月のめあて  
〈りす組〉 

○寒さに負けず、戸外で十分に体を動かして遊ぶ。 

・戸外で友だちといっしょに、縄跳びやルールのあ

る遊びを楽しむ。 

・冬の健康生活（衣服の調節や手洗い、うがい、消

毒）に必要な習慣を身につける。 

○友だちと共通のイメージを広げて、表現する楽し

さを味わう。 

・劇遊びに向けて自分なりの目的をもって取り組

み、自分の力を十分に発揮する。 

・友だちと共感し合ったり、考えを出し合ったりし

ながら、いっしょに遊びを進めていく。 

・曲に合わせて歌ったり、役になりきって表現した 

りすることを楽しむ。 

 

 

〈うさぎ組〉 

○自分たちで生活の仕方や遊び方を考えて過ごす。 

・サッカーや鬼ごっこなどの遊びの中で年少児をリ

ードし、思いやりの気持ちをもって接する。 

・縄跳びやボールつき等に自分の目当てをもって取

り組み、最後までやり遂げようとする。 

・冬の健康生活に必要な習慣や態度を身につける。 

・豆まきを通して、自分自身を見つめ直す。 

○一人一人の思いを出し合って劇あそびを進め、ク 

ラスみんなで気持ちを合わせて表現する楽しさや 

満足感を味わう。 

・友だちの考えを聞いたり、自分の思いを伝えたり

しながら劇遊びを楽しむ。 

・クラスみんなの気持ちを合わせて取り組む楽しさ



 

先月、本園教育に関する保護者アンケートを実施いたしました。２４人の保護者の皆様から回答をい

ただきました。ご協力ありがとうございました。その集計結果を別表のようにまとめました。（裏面） 

まず、「幼稚園教育に関すること」(通番№1～10)についてですが、評価ＡやＢの「当てはまる」と答え

ていただいた項目がほとんどで、この 1 年間地道に教育活動に取り組んできたことを好意的に評価してい

ただいたと思っています。しかしながら、№2 と 9 の子どもの様子の発信やきめ細かい連絡・相談につい

て、今年はホームページも少しずつ更新したり学級通信でタイムリーな子どもの姿を伝えたりしておりまし

たが、個々の子どもたちについてお伝えする方法も考えていきたいです。気になることについてはどんどん

お声をおかけください。相談しやすい、敷居の低い園でありたいと思っています。また、№10の未就園児

教育では高い評価をいただきました。初めての集団体験も大切ですし、園児たちにとっての異年齢教育とい

う点からもとても有意義だったと思います。より充実させていきたいと考えています。 

次に№11～20(主に子どもの様子や家庭との連携について)ですが、これらもとても良い評価でした。そ

の中で№14の自分からの「あいさつ」については、園でも家庭でも力を入れてまだまだ取り組んでいかな

ければならないと思います。また、提言の文章記述の中で“福田幼稚園の教育”を続けてほしいというご意

見が複数ありました。新たな法律ができ制度の大変革の中ですが、私たち幼稚園教育に携わるものにできる

ことは、幼稚園ならではのより質の高い幼児教育を実践していくことしかありません。来年度も子どもを中

心にしたカリキュラムを組んでいきます。他のご記入いただいたご提言・ご要望一つ一つも大事なことと受

けとめ、検討し改善すべきところは改善していきたいと考えております。 

・劇遊びを通し、みんなでひとつのことをやり遂げ

たという達成感を味わう。 

○真冬から早春への身近な自然に触れ、興味や関心

をもつ。 

・霜、氷などの冬の自然に触れ感動したり、疑問に

思ったりする。 

・草木の変化、気温の変化を通し

て、季節の移り変わりを感じる。 

や大切さを感じる。 

・自分たちで創り上げた劇あそびに自信をもって、

表現する。 

・劇あそびに必要な物（小道具や背景）に気づき、

みんなで協力して作る。 

○冬から春への自然事象に興味や関心を持ち、遊び 

に取り入れる。 

・不思議に思ったことを調べたり、考えたり試した 

りする。 

・日だまりの暖かさや木々の芽の膨らみなどに気づ 

く。 

２月の行事予定    

2 日（月）読み聞かせ（小林さん） 

３日（火）節分・豆まき、ひよこ

くらぶ      

 ６日（金）劇遊び会リハーサル  

 7日（土）ＰＴＣＡ実践発表会 

１0日（火）滝野東小体験入学 

13日（金）ひよこくらぶ 

14日（土）劇遊び発表会 降園１１：３０   

16日（月）振替休業日 

1７日（火）誕生会（ぐりとぐら） 

1８日（水）サッカー教室 

19日(木)身体測定、安全点検、滝野南小体験入 

  学 

2３日（金）ひよこくらぶ（修了） 

2５日（水）ＰＴＡ役員会  

2７日（金）親子読書  

28日（土）創立記念日 

3月 20日(金)卒園式・終業式 



 


